
財務諸表に対する注記 

 

１．重要な会計方針 

 

(1)有価証券の評価基準及び評価方法 

満期保有目的の債券…償却原価法(定額法)を採用しています。 

その他有価証券…時価のあるものは決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額

は正味財産増減として処理し、売却原価は移動平均法により算定）を採用していま

す。 

 

(2)固定資産の減価償却の方法 

  固定資産の減価償却の方法は、定額法を採用しています。 

 

(3)引当金の計上基準 

（退職給付引当金） 

 役職員の退職給付の支給に備えるため、当事業年度末における退職給付債務に基

づき、当事業年度末において発生していると認められる額を計上しています。 

 

(4)消費税等の会計処理 

  消費税等の会計処理は、税込方式を採用しています。 

 

2．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高 

  基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりです。 

      (単位：円) 

科   目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高 

基本財産         

 定期預金 250,065,304 50,910,140 250,065,304 50,910,140 

 投資有価証券 2,810,854,900 459,735,900 150,016,800 3,120,574,000 

小 計 3,060,920,204 510,646,040 400,082,104 3,171,484,140 

特定資産     

 退職給付引当預金 5,893,000 996,000 0 6,889,000 

小 計 5,893,000 996,000 0 6,889,000 

合 計 3,066,813,204 511,642,040 400,082,104 3,178,373,140 

     

 

3．基本財産及び特定資産の財源等の内訳 

  基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりです。 

（単位：円） 

科目 当期末残高 
(うち指定正味財産 

からの充当額) 

(うち一般正味財産 

 からの充当額) 

(うち負債に 

対応する額) 

基本財産           

 定期預金 50,910,140 ( 50,910,140 ) ( - ) ( - ) 

 投資有価証券 3,120,574,000 ( 3,120,574,000 ) ( - ) ( - ) 

小 計 3,171,484,140 ( 3,171,484,140 ) ( - ) ( - ) 

特定資産           

 退職給付引当預金 6,889,000 ( - ) ( - ) ( 6,889,000 ) 

小 計 6,889,000 ( - ) ( - ) ( 6,889,000 ) 

合 計 3,178,373,140 ( 3,171,484,140 ) ( - ) ( 6,889,000 ) 



４．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益 

  満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、次のとおりです。 

 

                                  （単位：円）                                    

種 類 及 び 銘 柄 帳簿価額  時   価  評価損益  

 

ﾓﾙｶﾞﾝ・ｽﾀﾝﾚｰ ﾕｰﾛ円債ｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟ債 

BPCE 第 7 回円貨社債 

三菱 UFJ ﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ第 29 回無担保社債 

第 7 回三菱商事無担保社債 

三菱 UFJ ﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ第 5回無担保永久社債 

三菱 UFJ ﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ第 7回無担保永久社債 

三菱 UFJ ﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ第 9 回無担保永久社債 

三菱 UFJ ﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ第 11 回無担保永久社債 

三菱 UFJ ﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ第 13 回無担保永久社債 

第 1 回明治安田生命劣後ローン流動化無担保社債 

第 4 回第一生命ホールディングス永久社債 

三菱 UFJ ﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ第 14 回無担保永久社債 

第 7 回日本生命劣後ローン流動化無担保社債 

三菱 UFJ ﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ第 7 回無担保社債 

三菱 UFJ ﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ第 30 回無担保社債 

三菱 UFJ ﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ第 11 回無担保社債 

三菱 UFJ ﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ第 22 回無担保永久社債 

三菱 UFJ ﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ第 24 回無担保永久社債 

三菱 UFJ ﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ第 36 回無担保社債 
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基本財産（債券）合計 2,650,000,000 2,528,478,000 -121,522,000 

                                  

5.指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳 

    指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりです。 

                     （単位：円） 

  内    容 金   額 

経常収益への振替額           

 基本財産受取利息(指定) 29,386,749 

  基本財産受取配当金(指定) 7,967,650 

合    計 37,354,399 

 

6．金融商品の状況に関する注記 

 

(1)金融商品に対する取組方針 

 当財団は、公益目的事業の財源の相当部分を運用益によって賄うため、債券、MUFG 株

式及び定期預金により資産運用します。尚、外貨建運用及びデリバティブ取引は行わ

ない方針としています。 

 

(2)金融商品の内容及びそのリスク 

 債券発行体の信用リスクについては、定期的に把握し、理事会に報告します。 

 

(3)金融商品に係るリスク管理体制 

 金融商品の取引は、当財団の資産運用規程に基づき行います。資産運用規程の改定に

は、理事会の承認を要します。 




